
授業評価結果（教科別結果） 

 
【分析】 
・全体として、授業内容が理解できている生徒が７０％以上、授業に集中できている生徒が８０％以上、ニーズに合った授業と感じる生徒が８０％と、良

好な結果が得られた。 
・外国語科の数値が相対的にやや低く出ているのは、専門教科・科目としての英語を学んでいることもその一因と考えられる。 
・生徒の予習・復習の割合が一番高い外国語科でも５６％に止まっている。家庭学習を引き出す授業の取り組みが必要である。 
・「理解できない生徒を残さない」という姿勢に立って、一層の授業改善に努める。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【分析】 
・実技教科にあっても、いずれも高い数値の結果が出ている。 
・今後も、よりよい授業実践に取り組んでいく。 
 


